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元
田
永
孚
の
「
弗フ

蘭ラ
ン

克ク

林リ
ン

十
二
徳
」
補
註
と
漢
詩

所

功

は
じ
め
に

元
田
永
孚
（
一
八
一
八
〜
九
一
）
と
い
え
ば
、「
明
治
天
皇
の
側
近
に
あ
っ
て
儒
学
を
講
じ
…
…
儒
教
主
義
に
よ
る
国
民
教
化
に
尽
力

し
、
教
学
大
旨
・
幼
学
綱
要
を
執
筆
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
教
育
勅
語
の
草
案
を
作
成
し
た
（
１
）」
こ
と
な
ど
が
、
主
な
事
績
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
。

た
だ
、
明
治
維
新
前
後
に
欧
米
の
文
物
が
流
布
し
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
を
活
用
し
た
一
例
と
し
て
「
元も
と

田だ

永な
が

孚ざ
ね

は
明
治

皇
后
に
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
自
伝
を
進
講
し
た
（
２
）」
こ
と
は
、
必
ず
し
も
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
記
述
は
少
し
不
正
確
で
あ
る
（
注
９
参

照
）
が
、
元
田
に
よ
り
「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
自
伝
」
の
一
部
が
「
明
治
皇
后
」（
昭
憲
皇
太
后
）
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

で
は
、
儒
学
担
当
の
侍
講
で
あ
っ
た
元
田
が
、
ど
う
し
て
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
『
自
伝
』
を
知
り
、
ど
の
よ
う
に
受
け
と

め
た
の
か
、
ま
た
ど
ん
な
内
容
を
ど
の
よ
う
に
し
て
皇
后
に
伝
え
た
の
か
、
そ
の
真
相
は
未
だ
必
ず
し
も
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
私
は
、
全
く
の
門
外
漢
な
が
ら
、
百
二
十
年
前
に
渙
発
さ
れ
た
「
教
育
勅
語
」
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
、
そ
の
成
立
前
史
を
調

べ
る
う
ち
に
、
元
田
の
功
績
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
右
の
一
件
が
気
懸
り
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
昨
年
来
、
関
係
の
あ
り
そ
う
な
資
料
を
探
し
、
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僅
か
な
が
ら
新
知
見
を
え
た
。
ま
だ
解
け
な
い
疑
問
も
少
な
く
な
い
が
、
今
回
と
り
あ
え
ず
元
田
自
筆
の
未
刊
資
料
と
関
連
資
料
を
紹
介
し

て
、
博
雅
の
御
示
教
を
仰
ぎ
た
い
。

註
（
１
）
日
本
歴
史
学
会
編
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』（
昭
和
五
十
六
年
、
吉
川
弘
文
館
）
一
〇
〇
一
〜
二
頁
。
詳
伝
は
海
後
宗
臣
氏
『
元
田
永
孚
』（
昭

和
十
七
年
、
文
教
書
院
）
な
ど
参
照
。

（
２
）
佐
渡
谷
重
信
氏
『
ア
メ
リ
カ
精
神
と
日
本
文
明
』（
初
版
昭
和
五
十
一
年
、
潮
新
書
。
平
成
二
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
）
文
庫
二
七
頁
。

一

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
『
自
伝
』
と
「
十
二
徳
」

Ｂ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
（
一
七
〇
六
〜
九
〇
）
の
『
自
伝
』（A

utobiography

た
だ
本
人
の
原
稿
はm

em
ories

）
は
、
あ
ま
り
に
も
有

名
な
ロ
ン
グ
・
セ
ラ
ー
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
と
普
及
に
は
複
雑
な
事
情
が
絡
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
松
本
慎
一
・
西
川
正
身
両
氏
の
解
説
（
３
）

に
よ
り
、
ご
く
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

著
者
の
草
稿
は
、
本
書
冒
頭
に
記
す
と
お
り
、
一
七
七
一
年
（
六
十
五
歳
）
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
、
息
子
ウ
イ
リ
ア
ム
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の

た
め
に
書
き
始
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
五
年
後
の
ア
メ
リ
カ
独
立
に
全
力
を
尽
く
す
た
め
中
断
し
、
一
七
八
四
年
（
七
十
八
歳
）
フ
ラ
ン
ス

滞
在
中
に
書
き
継
ぎ
、
そ
の
後
再
三
中
絶
し
な
が
ら
書
き
続
け
た
が
、
一
七
九
〇
年
（
八
十
四
歳
）
未
完
の
ま
ま
終
わ
っ
た
。

そ
の
間
に
原
稿
の
写
し
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
友
人
に
送
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
ま
ず
ⓐ
一
七
九
一
年
、
パ
リ
で
フ
ラ
ン
ス
語
訳

の
『
自
伝
』
が
出
版
さ
れ
た
（
ビ
ュ
イ
ソ
ン
版
。
他
に
ル
・
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
ル
訳
も
あ
る
）。
つ
い
で
ⓑ
一
七
九
三
年
、
そ
の
英
訳
（
ロ
ビ
ン

ソ
ン
版
）
が
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
ⓑ
が
ア
メ
リ
カ
で
も
普
及
し
た
。

し
か
し
、
や
が
て
ⓒ
一
八
一
七
年
、
著
者
の
孫
ウ
イ
リ
ア
ム
・
テ
ン
プ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
、
祖
父
の
原
文
に
よ
っ
て
全
集
を
編
纂
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し
、
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
し
た
（
ウ
イ
リ
ア
ム
版
）。
そ
れ
を
受
け
継
い
で
ⓓ
一
八
四
〇
年
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ジ
ャ
レ
ッ
ド
・
ス
パ
ー
ク

ス
が
全
集
を
完
成
さ
せ
、
そ
の
な
か
に
『
自
伝
』（
ス
パ
ー
ク
ス
版
）
を
収
め
た
。
し
か
も
、
さ
ら
に
ⓔ
一
八
六
八
年
、
ジ
ョ
ン
・
ピ
グ

ロ
ー
が
、
パ
リ
で
入
手
し
た
ⓒ
と
は
別
の
原
稿
に
基
づ
い
て
全
集
を
編
纂
し
直
し
、
そ
の
第
一
巻
に
『
自
伝
』（
ピ
グ
ロ
ー
版
）
を
収
め
て

い
る
。

こ
の
う
ち
、
最
も
普
及
し
た
の
は
ⓓ
ス
パ
ー
ク
ス
版
で
あ
る
。
と
り
わ
け
明
治
時
代
の
日
本
に
輸
入
さ
れ
、
同
十
年
代
か
ら
段
々
普
及
し

た
和
訳
刊
本
は
、
ス
パ
ー
ク
ス
版
を
底
本
と
し
て
い
る
（
４
）。

た
だ
、
こ
の
『
自
伝
』
は
、
そ
の
全
文
が
日
本
へ
入
っ
て
く
る
前
か
ら
、
そ
の
要
点
を
紹
介
し
た
り
、
第
六
章
の
「
十
三
徳
」（
む
し
ろ

十
二
徳
）
部
分
だ
け
を
抄
出
し
編
纂
し
た
書
物
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
伝
来
し
て
い
た
。
そ
れ
が
本
稿
で
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
た
め
、
そ

の
い
き
さ
つ
を
少
し
詳
し
く
見
て
お
こ
う
。

佐
渡
谷
重
信
氏
（
注
２
）
の
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
文
久
年
間
（
一
八
六
一
〜
四
）
に
出
版
さ
れ
た
箕み

作
つ
く
り

阮げ
ん

甫ぽ

編
『
玉
石
志
林
』
に

「
合
衆
国
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
略
伝
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（『
明
治
文
化
全
集
』
一
六
巻
〈
昭
和
三
年
、
日
本
評
論
社
〉
所

収
六
七
〜
九
頁
）。
ま
た
平
川
祐
弘
氏
（
５
）に
よ
れ
ば
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
し
た
中
村
正
直
は
、
同
四
年
（
明
治
元

年
）
帰
国
の
さ
い
入
手
し
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
著“Self-H

elp”

（
初
版
一
八
五
九
年
、
改
版
一
八
六
七
年
）
を
翻
訳
し
、
明
治

三
年
（
一
八
七
〇
）『
西
国
立
志
編
』
の
題
で
出
版
し
た
。
そ
の
第
十
二
編
「
儀
範
〔
又
曰
く
典
型
〕
を
論
ず
」
に
、「
富
蘭
克
林
の
著
述
に

遺
せ
る
儀
範
」
が
後
の
人
に
与
え
た
影
響
を
評
価
し
て
い
る
（
富
山
房
百
科
文
庫
一
八
〈
昭
和
十
三
年
、
富
山
房
〉
所
収
三
六
〇
頁
）。

し
か
も
、
そ
の
「
儀
範
」
内
容
を
含
む
道
徳
教
科
書
を
翻
訳
出
版
し
た
の
は
、
箕
作
麟
祥
（
阮
甫
の
養
子
省
吾
の
長
男
）
で
あ
る
。
彼
は

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
二
十
二
歳
で
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
し
、
翌
年
（
明
治
元
年
）
帰
国
し
て
新
政
府
の
翻
訳
官
（
同
六
年
、
翻
訳
局
長
）

と
な
り
、『
万
国
政
体
論
』（
明
治
八
年
）『
仏
国
民
法
解
釈
』（
同
十
年
）
な
ど
を
著
わ
し
、
明
六
社
の
一
員
と
し
て
も
活
躍
す
る
（
６
）。
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こ
の
麟
祥
が
、
留
学
中
に
入
手
し
た
「
法
蘭
西
国
学
士
ボ
ン
ヌ
氏
の
著
述
に
し
て
、
千
八
百
六
十
七
年
（
慶
応
三
年
）
巴パ

勒リ

に
て
刊
行
せ

る
…
…
小
学
校
に
て
児
童
を
教
ふ
る
が
為
め
作
り
し
も
の
」
を
翻
訳
し
、『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
と
題
し
て
出
版
し
た
（
７
）。
本
書
は
上
中
下
三
巻

か
ら
成
る
。
そ
の
篇
目
は
、

一
、
勧
善
学
の
大
旨

二
、
天
に
対
す
る
務

三
、
自
己
に
対
す
る
務

四
、
人
に
対
す
る
務

五
、
族
人
に
対
す
る
務

六
、
国
に
対
す
る
務

に
分
け
ら
れ
、
六
の
末
尾
「
徳
に
進
む
の
法
」
の
中
に
「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
教
誨
」
と
し
て
、
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。

米メ

利リ

賢ケ
ン

の
「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
」
と
云
へ
る
人
は
、
電エ
レ

気
キ
ー
ル

及
び
避ら
い

雷よ
け

柱
等
の
大
発
明
を
為
し
た
る
学
士
に
し
て
、
初
め
は
印
か
つ
じ

書ば
ん

家し

の

士
し
ょ
く

夫に
ん

な
り
し
が
、
次
に
記
す
る
所
の
方
法
を
用
ひ
、
其
の
過
失
を
改
め
て
勧
善
の
徳
に
進
む
を
得
、
終
に
米メ
リ

国ケ
ン

の
高
名
な
る
官
長
と

な
り
、
其
の
名
を
世
に
顕
は
す
に
至
れ
り
。

○
「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
」
は
、
徳
を
分
ち
て
十
二
と
な
し
、
簡
略
な
る
註
釈
を
加
へ
て
之
を
簿
冊
の
巻
首
に
記
し
、
日
々
其
の
簿
冊
を
看
る

毎
に
心
を
留
め
、
其
の
十
二
徳
の
中
一
と
し
て
怠
る
こ
と
な
く
…
…
自
か
ら
警
め
た
り
。
…
…
今
の
世
に
あ
る
少
年
輩
も
「
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
」
の
規て

摸ほ
ん

を
慕
ひ
、
所
謂
十
二
の
徳
を
心
に
銘
じ
、
日
々
勉
励
し
て
之
を
行
ふ
時
は
、
終
に
徳
の
習
を
得
る
に
至
る
可
し
。
因
て

十
二
の
徳
を
左
に
記
列
す
。

○
第
一

節
制

釈
し
て
曰
く
、
昏
迷
す
る
に
至
る
迄

飽お
お
の
み
く
い饒
す
る
こ
と
勿
れ
。

第
二

沈
黙

釈
し
て
曰
く
、
己
に
益
あ
り
、
又
は
人
に
益
あ
る
事
に
非
れ
ば
、
云
ふ
こ
と
勿
れ
。

第
三

順
序

釈
し
て
曰
く
、
事
物
に
皆
次
第
を
定
め
、
事
を
行
ふ
に
各
々
順
序
を
以
て
す
可
し
。

第
四

確
志

釈
し
て
曰
く
、
己
の
為
す
可
き
事
は
必
ず
之
を
為
す
を
決
し
、
一
旦
決
し
た
る
所
は
必
ず
之
を
遂
ぐ
可
し
。

第
五

節
倹

釈
し
て
曰
く
、
己
の
為
め
人
の
為
め
、
財
を
有
益
の
事
の
み
に
用
ひ
、
必
ず
之
を
無
益
に
費
す
こ
と
勿
れ
。
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第
六

勤
労

釈
し
て
曰
く
、
光
陰
を
無
益
に
過
す
こ
と
な
く
、
常
に
必
ず
有
益
の
事
を
勉
む
可
し
。

第
七

誠
実

釈
し
て
曰
く
、
人
を
欺
く
こ
と
な
く
、
意
志
・
言
詞
共
に
誠
を
以
て
す
可
し
。

第
八

公
義

釈
し
て
曰
く
、
人
に
損
害
を
加
ふ
る
こ
と
な
く
、
人
の
恩
は
必
ず
之
に
報
ゆ
可
し
。

第
九

温
和

釈
し
て
曰
く
、
性
情
の
度
に
過
ぐ
る
を
防
ぎ
、
人
を
恨
む
の
念
を
制
止
す
可
し
。

第
十

清
潔

釈
し
て
曰
く
、
衣
服
・
身
体
・
家
屋
を
不
潔
に
な
す
こ
と
勿
れ
。

第
十
一

寧
静

釈
し
て
曰
く
、
小
事
を
以
て
軽
率
に
心
を
動
す
こ
と
勿
れ
。

第
十
二

謙
遜

釈
し
て
曰
く
、
人
に
対
し
驕
傲
な
る
こ
と
勿
れ
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
箕
作
麟
祥
は
留
学
中
に
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
『
自
伝
』
を
見
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
ボ
ン
ヌ
著
の
児
童
用
教

科
書
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
棹
尾
に
引
載
さ
れ
て
い
る
の
が
「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
十
二
徳
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ

が
当
時
（
明
治
四
年
〜
）
教
育
関
係
者
な
ど
に
広
ま
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

註
（
３
）
松
本
慎
一
・
西
川
正
身
両
氏
訳
『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
伝
』（
初
版
、
昭
和
十
二
年
。
改
訳
、
同
三
十
一
年
。
共
に
岩
波
文
庫
）
改
訳
解
説
三
〇

一
〜
七
頁
。
西
川
氏
の
同
「
あ
と
が
き
」
三
〇
九
〜
三
一
四
頁
。
こ
の
初
版
は
ビ
グ
ロ
ー
版
、
改
訳
は
ア
ル
バ
ー
ト
・
ス
マ
イ
ズ
編
『
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
著
作
集
』（
一
九
〇
五
〜
七
年
刊
）
所
収
『
自
伝
』
を
底
本
と
し
て
い
る
。
他
に
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ァ
ラ
ン
ド
編
『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
自
伝
』

（
一
九
四
九
年
）
も
あ
る
。

（
４
）
注
（
２
）（
３
）
に
よ
れ
ば
、
山
田
邦
彦
訳
『
仏
蘭
克
林

金
言
言
行
録
』（
明
治
十
七
年
）、
御
手
洗
正
和
訳
『
名
華
之
余
薫
』（
同
二
十

年
）、
望
月
與
三
郎
訳
『
勤
勉
立
志
富
蘭
克
林
自
叙
伝
』（
同
二
十
二
年
）、
国
木
田
独
歩
『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
少
年
時
代
』（
同
二
十
九
年
）、
佐

久
間
信
恭
訳
注
『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
自
伝
』（
同
三
十
一
年
）、
笹
山
準
一
著
『
立
志
成
功
新
訳
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
』（
同
四
十
三
年
）、
竹
村
修
訳

『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
叙
伝
』（
大
正
初
年
）、
百
島
操
『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
一
代
記
』（
大
正
初
年
）、
中
里
介
山
『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
言
行
録
』（
昭
和

十
年
）、
金
井
朋
和
訳
『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
叙
伝
』（
昭
和
十
一
年
）
な
ど
も
あ
る
。
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（
５
）
平
川
祐
弘
氏
『
東
の
橘

西
の
オ
レ
ン
ジ
』（
昭
和
五
十
六
年
、
文
藝
春
秋
）
五
三
〜
七
四
頁
。
文
中
引
用
の
中
村
正
直
『
西
国
立
志
編
』（
同

年
、
講
談
社
学
術
文
庫
）
に
、「
サ
ミ
ュ
ー
ル
・
ド
リ
フ
は
、
そ
の
一
生
、
職
事
に
勉
強
す
る
こ
と
、
慣
れ
て
性
と
な
り
た
る
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
の
著
述
（
自
伝
）
に
遺
せ
る
儀
範
を
師
と
し
て
学
び
し
に
由
れ
り
、
と
い
へ
り
。
か
く
…
好
儀
範
の
将
来
に
伝
は
る
こ
と
、
何
ぞ
底
い
た
り

極き
わ

ま
る

と
こ
ろ
あ
ら
ん
や
。」
と
推
奨
し
て
い
る
。（
原
文
の
片
仮
名
を
人
名
以
外
は
平
仮
名
に
直
し
た
。
以
下
同
）。

（
６
）
注
（
１
）『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』
九
六
二
頁
、
詳
し
く
は
大
槻
文
彦
『
箕
作
麟
祥
君
伝
』（
明
治
四
〇
年
）
な
ど
参
照
。

な
お
、
本
稿
の
校
正
中
（
十
一
月
下
旬
）、
本
学
文
化
学
部
の
小
倉
恵
美
准
教
授
と
出
会
い
初
め
て
知
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
同
氏
は
一
橋
大

学
大
学
院
の
平
成
九
年
度
修
士
論
文
「〝
文
字
の
人
〞
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
―
近
代
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
近
代
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
受
容

―
」（
複
写
受
贈
）
の
中
で
、
つ
と
に
亀
井
俊
介
氏
『
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
』（
研
究
社
ア
メ
リ
カ
古
典
文
庫
１
、
昭
和
五
十
年
）
の

解
説
に
よ
れ
ば
、
箕
作
省
吾
（
麟
祥
の
父
）
が
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）『
坤
輿
図
識
』
に
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
を
簡
略
に
紹
介
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
今
井
輝
子
氏
「
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
受
容
―
明
治
時
代
―
」（『
津
田
塾
大
学
紀
要
』
第
一
四
号
）
に
よ
れ
ば
、
小
幡
篤
次
郎
が
明

治
元
年
（
一
八
六
八
）『
天
変
地
異
』
の
中
に
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
を
科
学
者
（
避
雷
針
の
発
明
者
）
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
福
沢

諭
吉
が
翻
訳
し
た
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
の
児
童
用
道
徳
書
『
童
蒙
教
草
』（
明
治
五
年
刊
、
日
本
教
科
書
大
系
所
収
）
に
、「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
遺
文
」

と
し
て
「
働
と
倹
約
と
を
守
れ
ば
成
ら
ざ
る
事
な
し
」
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
本
書
は
何
種
類
も
版
行
さ
れ
て
い
る
。
私
が
見
た
版
本
は
「
明
治
四
年
辛
未
仲
秋
刊
行
」
の
「
名
古
屋
学
校
蔵
版
」
本
で
あ
る
。

二

元
田
永
孚
と
「
弗
蘭
克
林
十
二
徳
」

こ
の
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
が
出
版
さ
れ
た
明
治
四
年
（
一
八
七
〇
）、
宮
内
省
に
出
仕
し
た
の
が
、
熊
本
出
身
の
元
田
永
孚
（
五
十
三

歳
）
で
あ
る
。
彼
は
肥
後
藩
の
時
習
館
で
居
寮
生
と
な
り
、
居
寮
長
の
横
井
小
楠
か
ら
影
響
を
受
け
、
実
学
党
の
結
成
に
も
参
加
し
た
（
注

１
参
照
）。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
漢
詩
文
・
儒
学
を
究
め
て
い
た
の
で
、
宮
内
省
で
は
明
治
八
年
か
ら
天
皇
の
侍
講
に
任
じ
ら
れ
、
長
ら

く
儒
学
を
進
講
し
て
い
る
。
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そ
の
元
田
に
関
す
る
資
料
の
大
部
分
は
、
遺
族
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
８
）。
そ
れ
を
通
覧
し
た
と
こ
ろ
、「
上
奏
建
言
草
稿
」
を
綴
り
合
せ
た
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
第
七
巻
一
〇
七
―
一
七
―
チ
）
の
中

に
、
次
の
よ
う
な
草
稿
が
含
ま
れ
て
い
る
。
年
次
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
前
に
明
治
七
年
八
月
付
の
「
聖
徳
」
を
論
じ
た
建
言
、
後

に
明
治
五
年
六
月
付
の
「
上
二

三
條
公
一

書
」
が
貼
り
継
が
れ
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
の
間
（
明
治
五
年
〜
七
年
）
に
書
か
れ
た
も
の

と
み
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
全
体
に
訂
正
箇
所
が
多
く
、
初
稿
は
五
年
以
前
に
作
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

以
下
、
片
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
て
翻
刻
す
る
。
元
田
自
身
が
原
文
を
訂
正
し
て
行
の
左
右
に
記
し
た
文
字
は
、
元
字
の
下
の
〈

〉
内

に
入
れ
る
。
草
稿
に
あ
る
左
脇
の
傍
点
は
消
さ
れ
た
文
字
、
ま
た
右
脇
の
下
・
上
は
位
置
の
置
き
換
え
を
示
す
。
た
だ
二
ケ
所
の
傍
線
と
各

一
の
右
側
算
用
数
字
は
筆
者
が
加
え
た
。

弗
蘭
克
林
十
二
徳
の
註
釈
、
簡
に
し
て
尽
せ
り
。
然
れ
ど
も
初
（
後0
）
学
之
を
習
ふ
、
或
は
約
に
失0
し
て
着
手
に
難
く
、
或
は
位
次
混0

〈
無
く
〉
し
て
要
を
得
る
に
苦
し
む
。
故
に
今
、
臆
見
を
付
し
て
○
〈
位
次
を
分
ち
〉
之
○
〈
が
註
釈
〉
を
補
し
、
自
省
み0
〈
に
〉
亦0

以
て

0

0

〈
備
ふ

0

0

〈
便
す
〉
と
云
〉、
初
学
に
示
す
こ
と
、
左
の
如
し
。

一１

、
節

制

原
書
原
注
を
加
ふ
。

身
を
修
む
る
は
欲
を
節
す
る
よ
り
始
ま
る
。
口下

腹
は0
〈
に
〉
飲上

食
に0
〈
の
〉
過
ぎ
、
耳下

口
は0
〈
に
〉
嗜上

好
に0
〈
の
〉
過
ぎ
、
身下

体
は0
〈
に
〉

安上

逸
に0
〈
の
〉
過
ぎ
、
情下

意
は0
〈
に
〉
歓上

楽
に0
〈
の
〉
過
ぎ
易
し

0

0

。〈
其
初
〉
凢0

そ
欲
は
八
分
に
過
ぎ
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
事
は
八
分
を
過
さ
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

、
餘0

地
を
留
む
べ
し

0

0

0

0

0

0

〈
僅
に
一
二
分
の
間
に0
あ
り

0

0

〈
の
み
〉
○
（
頭
注
「
事
は
八
分
を
過
ず
、
須
ら
く
餘
地
を
残
す
べ
し
」）。
故
に
先
づ
規

度
を
定
め
、
初
め
に
意
念
を
制
し
○
〈
一
飲
一
食
必
ず
八
分
を
過
さ
ず
、
一
遊
一
楽
必
ず
餘
地
を
留
む
〉、
己
に
克
て
礼
に
復
ら
ん
こ

と
を
要
す
。

一２

、
清

潔
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外
を
整
ふ
る
は
内
を
養
ふ
所
以
。
故
に
○
〈
常
に
〉
肌
膚
を
清
潔
に

0

0

0

〈
洗
滌
〉
し
、
衣
服
を
浄
理
し
、
閏
房
を
○
〈
除
〉
整
正0
し
、
堂

宇
を
洒
掃
し
、
門
庭
を
爽
快
に
し
○
〈
凡
て
〉
人
の
見
ざ
る
処
に
心
を
用
て

0

0

0

0

〈
注
意
し
、
務
て
〉
不
潔
を
去
れ
ば
、
空0
〈
正
〉
気
暢
達

し
て
、
精
神
常
に
剛
健
な
り

0

0

0

0

〈
充
満0
〈
実
〉
す
〉。

一３

勤

労

業
は
勤
を
以
て
成
り
、
功
は
労
に
由
て
大
な
り
。
安
富
尊
栄
は
勤
労
の
花
実
、
一
日
勤
め
ざ
れ
ば
千
日
の
効
を
遅
く
し

0

0

0

〈
失
ひ
〉、
一

事
労
せ
ざ
れ
ば
、
百
事
の
用
に
後

0

0

〈
を
愆
〉
る
。
百
年
の
事
業
は
、
一
寸
の
光
陰
よ
り
始
ま
る
。
勤
め
ざ
る
べ
け
ん
や
、
労
せ
ざ
る
べ

け
ん
や
。

一４

、
沈

黙

言
語
は
栄
辱
の
枢
機
、
慎
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
第
一
、
朝
廷
の
闕
失
を
言
は
ず
、
○
〈
第
二
〉
人
の
過
悪
を
言
は
ず
、
○
〈
第
三
〉
己

が
労
苦
を
言
は
ず
、
○
〈
第
四
〉
愉
快
に
乗
じ
て
語
ら
ず
、
○
〈
第
五
〉
怒
気
に
激
し
て
語
ら
ず
、
一
言
を
発
す
る
、
必
○
〈
心
の
〉

虚
実
を
顧
み
、
一
事
を
述
る
、
必
○
〈
言
の
〉
到
底
を
慮
る0
〈
り
〉、
○
〈
多
言
に
過
ん
よ
り
は
寧
ろ
沈
黙
す
る
に
如
ず
。〉

右
、
修
養
の
要
。

一５

、
確

志

一
た
び
道
に
志
し
て
は
、
其
志
を
堅
守
し
、
富
貴
に
淫
せ
ず
貪
賤
に
移
ら
ず
、
威
武
に
屈
せ
ず
、
忍
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
を
忍
び
、
耐
が
た

き
に
耐
ゑ
、
剛
健
強
毅
、
必
共
道
を
行
ひ
、
己
が
及
ば
ざ
る
所
は
、
百
世
以
て
聖
人
を
俟
ち
、
斃
て
息
ま
ず
。

一６

、
誠

実

誠
は
人
心
の
宝
、
万
事
の
根
。
誠
無
れ
ば
物
な
し
。
故
に
迷
暗
独
知
の
地
も
自
欺
く
の
念
な
く
、
顕
明
稠
人
の
中
も
、
己
を
飾
る
の
意

な
く
、
天
を
も
怨
み
ず

0

0

0

0

0

0

、
人
を
も

0

0

0

尤0 と
が

め
ず

0

0

、
動
静
語
黙
、
唯
神
明
と
相
対
し
て
愧
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
○
〈
本
心
常
に
〉
惻
怛
懇
到
、
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自
已や

む
こ
と
能
は
ず
。

一７

、
温

和

慈
愛
な
け
れ
ば
心
自
温
に
、
楽
易
な
れ
ば
気
自
ら
和
す
。
温
和
は
天
理
人
道
の
至
順
。
温
和
な
れ
ば
事
皆
悖
ら
ず
、
物
自
然
に
混
化

す
。
夫
婦
の
和
、
父
子
の
愛
、
是
天
理
自
然
の
至
順0
〈
情
〉
な
り
、
但
、
君
上
に
は
敬
に
失
し

0

0

〈
過
ぎ
〉
易
く
、
卑
賤
に
臨
む

0

0

0

に
は
厳

急
に
失
し

0

0

〈
過
ぎ
〉
易
し
、
或
は
忩
疾
に
失0
〈
激
〉
し
、
或
は
驕
夸
に
奪
は
れ
て
、
天
然
の
温
和
を
失
ふ
。
善
く
慈
愛
の
本
心
を
培
養

拡
充
す
れ
ば
、
自
然
に
温
和
な
り
。

一８

、
謙

遜

志
小
な
れ
ば
心
満
つ
、
心
満
れ
ば
気
驕
る
。
善
に
伐
り
労
を
施
に
す
る
。
皆
志
の
小
な
る
に
基
く
な
り
。
只
能
く
上
帝
の
心
を
心
と
し

0

0

0

0

〈
に
溯
り
〉、
聖
を
以
て
自
期
す
る
時
は
、
心
満
つ
る
こ
と
な
く
、
○
〈
賢
者
は
敬
ひ
〉
其
学0
〈
業
〉
の
進
む
に
従
ひ
、
○
〈
益
々

其
〉
道
の
窮
り
な
き
を
○
〈
楽
ん
で
〉
悟
り
、
其
業
の
大
な
る
に

0

0

0

0

0

0

0

従
ひ

0

0

、
作
用
の
限
り
な
き
を
知
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
○
〈
其
心
〉
益
々
謙
遜
に
し

て
、
自
矜
り
人
に
傲
る
の
念
あ
る
こ
と
な
し
。

右
、
存
心
の
要
。

一９

、
順

序

物
、
本
末
あ
り
。
事
、
終
始
あ
り
。
終
を
先
に
し
始
を
終
に
す
べ
か
ら
ず
。
末
を
急
に
し
、
本
を
緩
に
す
べ
か
ら
ず
。
心
に
正
し
て
す

る
こ
と
な
く
、
忘
る
る
こ
と
な
く
、
助
長
す
る
こ
と
な
く
、
泉
の
滾
々
昼
夜
を
捨
ず
、
舎
に
允
て

0

0

0

0

〈
科
く
ぼ
み

に
盈
て
〉
進
み
、
遂
に
四
海

に
達
す
る

0

0

0

〈
放
る
〉
が
如
く
、
鑿
智
を
用
ひ
ず
、
揵
径
に
由
ら
ず
、
○
〈
四
時
運
行
す
る
が
如
く
〉、
序
に
順
て
無
為
な
り
。

一10

、
節

倹

貨
財
は
天
下
の
有0
〈
遍
〉
用
、
吾
一
人
の
資
本
は

0

0

0

0

0

0

0

、
万
人0
〈
民
〉
の
一
部
分
な
り

0

0

0

0

0

0

。
○
〈
吾
人
の
利
益
を
通
ず
。
蓋
天
下
の
財
は
〉
己0
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無
益
に
費
せ
ば

0

0

0

0

0

0

〈
節
せ
ざ
れ
ば
〉、
人
亦
無
益
に
之
を
取
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〈
吾
を
益
せ
ず
〉、
己0
不
義
に
与
れ
ば

0

0

0

0

0

0

、
人0
亦
不
義
に
之
を
受
く

0

0

0

0

0

0

0

0

、〈
吾
を

愛
す
る
所
以
〉、
天
下
の
用
は
義
と
有
益
と
の
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
○
〈
己
れ
一
人
の
有
に
非
ず
。
但
、
天
下
の
財
は
限
り
有
て
、
一
人
の
欲
は
窮
り

な
し
。
一
人
を
節
す
れ
ば
、
天
下
一
分
の
用
を
利
す
。〉
故
に
一
出
の
銭
も0
必
人
の
益
を
謀
り
、
一
入
の
貨
も0
必
己
の
義
を
思
ふ
。
何

を
か
吝
み
何
を
か
奢
ら
ん
。
節
倹
は
只
義
に
従
ふ

0

0

0

0

〈
礼
に
通
ず
る
〉
の
み
。

一11

、
寧

静

軽
躁
な
れ
ば
心
地
定
ま
ら
ず
し
て
挙
措0
〈
止
、
道
に
〉
中
ら
ず
。
何
を
以
て
天
下
の
理
を
究
め
、
天
下
の
事0
〈
務
〉
を
慮
ら
ん
や
。
故

に
○
〈
事
に
臨
む
の
初
〉
大
事
の
処
し
難
き
に
遇
ふ
と
雖
、
○
（
頭
注
「
理
を
以
て
□（
己
カ
）に
克
ち
、
成
敗

心
を
動
か
す
□
無
か
る
べ

し
」）
先
づ
心
を
平
に
し
、
気
を
鎮
め
、
安
静
に
し
て
理
の
当
然
を
見
る
べ
し
。
孔
明
、
陣
に
臨
て
○
〈
綸
巾
〉
羽
扇
を0
把
り

0

0

、
安
車

に
乗
り
て
意
思
安
閑
、
拿
破
倫
軍
に
仕
て
、
学
校
の
事
を
規
画
す
る
が
如
し0
〈
く
〉、
是
皆

0

0

〈
真
に
〉
寧
静
の
至
る
処
な
り
。

一12

、
公

義

孤
児
・
寡
婦
の
欺
き
易
き
も
欺
く
こ
と
な
く
、
高
祿
・
重
爵
の
辞
し
難
き
も
受
る0
こ
と

0

0

な
く

0

0

〈
ざ
る
こ
と
あ
り
〉、
一下

飯
の
恩
も
必
酬

ひ0
〈
ふ
〉、
一上

言
の
託
も
必
報0
〈
負
か
〉
ず
。
路
に
当
て
は
、
匹
夫
匹
婦
を
視
る
こ
と
傷
め
る
が
如
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〈
も
其
沢
を
蒙
ら
ざ
れ
ば

溝
中
に
入
る
が
如
く
〉、
義
の
為
め
に
は
○
〈
萬
釣
の
〉
身
命0
も
塵
芥
の
如
く
な
ら
ん
こ
と
を
要
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〈
よ
り
も
軽
く
〉、
是
之
を
公
義
を

重
ん
ず
る
と
云
。

右
、
事
に
処
し
人
に
接

0

0

0

0

す
る
の
要
。

弗
蘭
克
林
十
二
徳
の
註
釈
、
真
に
徳
を
好
み
善
を
勉
む
る
者
と
云
べ
し
。
古
聖帝

王賢
障
子
を
始
め
、
盤
の
銘
、
勧
学
の
文
、
座
右
の
銘

等
、
進
徳
の
工功

夫
至
ら
ざ
る
な
し
。
後
の
学
を
為
す
者
、
豈
效
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
今
聖
慮
十
二
徳
に
於
て
、
必
ず
会
す
る
所
あ
る
べ

し
。
平
生
聖
学
の
詣
る
処
、
臣
請
ふ
、
面
あ
た
り
之
を
聞
く
こ
と
を
希
ふ
。」
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こ
の
文
中
に
い
う
「
十
二
徳
の
註
（
注
）
釈
」
は
、
前
後
の
文
意
か
ら
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
身
の
「
原
書
原
注
」（
原
注
は
各
徳
目
の
解
説
で
、

『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
に
も
引
用
）
を
さ
す
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
を
見
て
元
田
は
、
自
分
な
り
の
「
補
註
」
を
初
学
者
の
た
め
に
作
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、
注
目
す
べ
き
は
、
原
書
の
徳
目
と
元
田
の
補
註
と
を
対
比
す
る
と
、
単
に
十
三
徳
が
十
二
徳
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
順
序
が
殆
ど
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
徳
目
の
順
番
は
、
前
者
を
○
、
後
者
を
□
で
囲
み
示
せ
ば
、
①
節

制
は
1
で
変
わ
り
な
い
が
、
②
沈
黙
↓
4
、
③
規
律
↓
9
順
序
、
④
決
断
↓
5
確
志
、
⑤
節
約
↓
我
節
倹
、
⑥
勤
勉
↓
3
勤
労
、
⑦
誠
実
↓

6
、
⑧
正
義
↓
画
公
義
、
⑨
中
庸
↓
牙
寧
静
、
⑩
清
潔
↓
2
、
⑪
平
静
↓
7
温
和
、
⑬
謙
譲
↓
8
に
替
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
元
田
が
特
に

2
清
潔
や
7
温
和
、
8
謙
遜
な
ど
の
徳
目
を
、
原
書
よ
り
も
重
視
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

註
（
８
）
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
元
田
永
孚
関
係
文
書
』
は
、
遺
族
の
元
田
竹
彦
氏
が
大
切
に
保
管
さ
れ
、
昭
和
四
十
年
代
に
海
後
宗
臣

氏
が
全
面
協
力
し
て
『
元
田
永
孚
文
書
』
三
巻
を
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
、
予
定
の
残
り
三
巻
は
未
刊
に
終
り
、
同
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
一

括
し
て
同
館
に
寄
贈
さ
れ
た
由
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
漢
詩
は
含
ま
れ
て
い
な
い
（
巨
勢
進
氏
『
元
田
東
野
』〈
昭
和
五
十
四
年
、
明
徳
出
版

社
〉
所
収
の
漢
詩
も
一
部
抄
録
に
留
ま
る
）。
文
書
の
な
か
に
も
ま
だ
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
も
の
が
多
い
。

三

元
田
の
「
十
二
徳
自
註
手
録
」
と
漢
詩

こ
の
元
田
永
孚
に
よ
る
「
弗
蘭
克
林
十
二
徳
」
へ
の
補
注
草
稿
は
、
前
述
の
ご
と
く
明
治
五
年
〜
八
年
こ
ろ
に
作
成
し
修
訂
さ
れ
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
彼
が
見
た
「
原
書
原
注
」
は
、
お
そ
ら
く
同
四
年
刊
の
箕
作
麟
祥
訳
『
秦
西
勧
善
訓
蒙
』
所
引
「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

の
訓
誨
…
…
十
二
徳
」（
各
々
「
釈
し
て
曰
く
」
の
部
分
が
原
注
）
と
考
え
ら
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、『
訓
蒙
』
の
引
く
「
十
二
徳
」
の
訳
語

が
元
田
の
補
註
草
稿
と
全
く
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
（
た
だ
し
、
前
述
の
ご
と
く
徳
目
の
順
番
は
異
る
）。
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し
か
も
、
元
田
は
こ
の
補
注
草
稿
を
基
に
し
た
で
あ
ろ
う
自
註
手
録
を
昭
憲
皇
后
（
の
ち
正
式
に
は
皇
太
后
）
に
献
上
し
て
い
る
。
そ
の

年
次
を
、
か
な
り
の
人
々
が
明
治
八
年
と
す
る
（
９
）が
、
元
田
自
身
は
「
還
暦
之
記
」（
同
十
一
年
稿
）
に
次
の
ご
と
く
明
記
し
て
い
る
。

九
年
六
月
、
将
に
奥
羽
諸
州
に

巡
幸
有
ら
ん
と
す
。
因
て
帝
王
巡
幸
の
大
意
を
陳
述
す
。
…
…
そ
の
八
（
マ
マ
）月
／
還
幸
に
先
立
ち
／
皇
后

に
書
を
よ
せ
て
、
宮
中
関か
ん

睢し
ょ

の
和
（
夫
婦
和
合
の
徳
）
を
専
ら
に
し
て
螽
斯
の
繁
栄
あ
ら
ん
こ
と
を
陳
じ
、
上
杉
鷹
山
の
女
訓
を
手
写

し
て
之
を
上
た
て
ま
つ

る
〔
上
書
草
案
、
別
録
あ
り
〕。
亦
、
弗
蘭
克
林
の
十
二
徳
に
自
註
を
加
へ
手
録

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
て
之
を
上
る
／
皇
后

0

0

、
御
歌
を
賜

0

0

0

0

ふ0

。
乃
詩
を
賦
し
て
之
を
和
し
奉
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
田
は
侍
講
と
な
っ
て
か
ら
一
年
半
後
の
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）、
天
皇
が
奥
羽
地
方
を
巡
幸
さ
れ
た
六
月
初
め
よ

り
七
月
中
旬
ま
で
の
間
（
亜
）に
、
皇
后
の
御
役
に
た
て
ば
と
考
え
、「
上
杉
鷹
山
の
女
訓
を
手
写
」
す
る
と
共
に
、「
弗
蘭
克
林
の
十
二
徳
に
自
註

を
加
へ
手
録
」
し
た
も
の
（
以
下
「
自
註
手
録
」
と
仮
称
す
る
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
献
上
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
掲
の
「
補
註
草
稿
」

を
修
訂
し
清
書
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
徳
目
の
順
番
、
両
者
同
一
）。
た
だ
、
そ
の
献
上
本
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま
だ
確
認
で
き

ず
、
そ
の
控
え
も
「
元
田
永
孚
関
係
文
書
」
中
に
見
当
た
ら
な
い
。

け
れ
ど
も
、「
還
暦
之
記
」
前
掲
引
用
の
末
尾
に
、
元
田
の
「
自
註
手
録
」
を
御
覧
に
な
っ
た
皇
后
か
ら
「
御
歌
」
を
賜
わ
っ
た
と
あ

る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
元
田
が
、「
詩
を
賦
し
て
之
を
和
し
奉
る
」
と
記
す
漢
詩
は
、
幸
い
佐
佐
木
信
綱
氏
『
昭
憲
皇
太
后
御
集
謹
解
』
に

収
録
さ
れ
て
い
る
（
唖
）
。
同
氏
が
「
東
野
先
生
詩
抄
に
十
二
徳
詩
あ
り
。
皇
后
の
御
歌
に
元
田
侍
講
の
和
し
奉
れ
る
作
」
と
し
て
掲
げ
る
十
二
の

漢
詩
は
、
管
見
の
限
り
、
今
で
は
他
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
娃
）か
ら
、
左
に
引
い
て
お
こ
う
。（
漢
文
・
漢
詩
に
返
点
を
付
し
、
参
考
ま
で

に
書
き
下
し
文
を
加
え
、
十
二
徳
目
の
頭
に
番
号
①
〜
⑫
を
冠
す
る
。）

○

弗
蘭
克
林
好
二

徳
行
一
、
嘗
択
二

十
二
徳
一
、
書
レ

于
レ

壁
而
自
誡
焉
。
臣
侍
講
及
レ

之
。
皇
后
愛
レ

之
、
親
製
二

国
詩
一

以
賜
レ

之
。
臣
輙

賦
二

十
二
絶
句
一
、
恭
和
奉
。（
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
徳
行
を
好
み
、
嘗
て
十
二
徳
を
択
び
、
壁
に
書
き
て
自
ら
誡
む
。
臣
侍
講
し
て
之
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に
及
ぶ
。
皇
后
、
之
を
愛め

で
た
ま
ひ
、
親
み
ず
か

ら
国
詩
〈
和
歌
〉
を
製
し
、
以
て
之
を
賜
は
る
。
臣
輙
す
な
わ

ち
十
二
絶
句
を
賦
し
て
、
恭
し

く
和
し
奉
る
。）

①

節

制

一
瓢
飲
足
有
二

余
飲
一

春
在
二

梅
花
猶
未
一レ

闌

多
少
人
間
行
楽
事

十
分
不
レ

若
二

八
分
安
一
（
一
瓢
の
飲
、
足
り
て
余
飲
有
り
。
春

は
梅
花
、
猶
未
だ
闌
た
け
な
わ

な
ら
ざ
る
に
在
り
。
多
少
の
人
間
、
行
楽
の
事
、
十
分
な
る
は
八
分
の
安
き
に
若し

か
ず
。）

②

清

潔

衣
袂
已
清
肌
亦
清

更
無
三

人
洗
二―
滌
中
情
一

誰
能
一
箒
揮
除
去

屋
漏
到
頭
旧
棘
荊
（
衣
袂
已
に
清
け
れ
ば
、
肌
亦
清
く
、
更
に
人

を
し
て
中
情
を
洗
滌
す
る
こ
と
無
け
ん
。
誰
か
能
く
一
に
箒
揮
し
て
除
去
せ
ん
や
。
屋
漏
れ
到
頭
、
旧も
と

棘
荊
な
り
。）

③

勤

労

舜
労
二

畎
畝
一

禹
労
レ

水

華
氏
為
レ

農
伯
氏
工

今
古
聖
賢
何
事
業

畢
生
勤
勉
不
レ

言
レ

功
（
舜
は
畎
畝
に
労つ
と

め
、
禹
は
水
に
労
む
。

華
氏
は
農
を
為
し
、
伯
氏
は
工
た
く
み

な
り
。
今
古
の
聖
賢
、
何
事
か
業わ
ざ

と
せ
ん
。
畢
生
勤
勉
に
し
て
功
を
言
は
ず
。）

④

沈

黙

厭
レ
聞
三
喋
々
説
二
文
明
一

不
レ
若
沈
潜
先
養
レ
誠

桃
季
無
レ
言
何
減
レ
色

満
蹊
光
彩
簇
二
人
行
一
（
喋
々
と
文
明
を
説
く
を
聞
く
こ
と

を
厭
ふ
。
若し

か
ず
沈
潜
し
、
先
づ
誠
を
養
ふ
こ
と
を
。
桃
季
は
言
ふ
こ
と
無
く
と
も
、
何
ぞ
色
を
減
ぜ
ん
。
満
蹊
の
光
彩
、
人
行
に

簇
む
ら
が

れ
り
。）

⑤

確

志

此
身
豈
被
二

利
名
移
一

大
丈
夫
心
涅
不
レ

緇

斯
道
縦
令
塞
二

当
世
一

楽
レ

天
俟
レ

聖
更
無
レ

疑
（
此
の
身
は
豈あ
に

利
名
の
移
を
被
ら
ん
。

大
丈
夫
の
心
、
涅く
ろ

く
し
て
緇く
ろ

か
ら
ず
。
斯
の
道
は
縦た
と
え令
当
世
を
塞
ぐ
と
も
、
天
を
楽
し
み
て
聖
を
俟ま

ち
、
更
に
疑
ふ
こ
と
無
し
。）
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⑥

誠

実

九
皐
鶴
唳
達
二

蒼
穹
一

陽
意
発
二

生
深
雪
中
一

天
下
曽
無
二

不
レ

成
理
一

至
誠
只
在
二

反
吾
躬
一
（
九
皐
の
鶴
唳
、
蒼
穹
に
達
し
、
陽

意
、
深
雪
の
中
に
発
生
せ
ん
。
天
下
、
曽か
つ

て
成
ら
ざ
る
理
無
し
。
至
誠
、
只
反
っ
て
吾
が
躬
に
在
り
。）

⑦

温

和

一
寸
愛
情
可
レ

断
レ

金

渾
為
二

温
意
一

入
レ

人
深

他
年
尭
雨
舜
風
洽

和
二―
協
萬
邦
一

是
此
心
（
一
寸
の
愛
情
も
金
を
断
ず
べ
し
。
渾す
べ

て
温
意
を
為
し
、
人
に
入
り
て
深
し
。
他
年
、
尭
雨
・
舜
風
洽
あ
ま
ね

く
、
万
邦
に
和
協
す
る
は
、
是
れ
此
の
心
な
り
。）

⑧

謙

遜

揖
譲
三
杯
礼
楽
生

心
能
纔
下
物
皆
平

人
々
若
有
二

謙
譲
徳
一

四
海
何
由
起
二

闘
争
一
（
揖
譲
三
杯
し
て
礼
楽
生
ぜ
ん
、
心
能
く
纔わ
ず

か
に
下
ら
ば
、
物
皆
平
か
な
ら
ん
。
人
々
若も

し
謙
譲
の
徳
有
ら
ば
、
四
海
何
に
由
り
て
か
闘
争
を
起
こ
さ
ん
や
。）

⑨

順

序

滾
々
源
泉
入
レ

海
流

盈
レ

科
滙
レ

壑
自
悠
々

怪
来
智
者
多
相
鑿さ
く

故
意
揠
レ

苗
労
不
レ

休
（
滾こ
ん

々
た
る
源
泉
、
海
に
入
り
て
流
る
。

科
く
ぼ
み

を
盈み
た

し
壑た
に

を
滙め
ぐ

り
て
、
自
ら
悠
々
た
り
。
怪
し
み
来
る
智
者
、
多
く
相
鑿う
が

つ
。
故
意
に
苗
を
揠ぬ

き
、
労
し
て
休
ま
ず
。）

⑩

節

倹

半
絲
半
粒
是
民
脂

不
レ

忍
三

輙
充
二

肉
食
資
一

若
減
二

家
々
一
分
用
一

拯
二―
来
天
下
幾
寒
飢
一
（
半
糸
・
半
粒
、
是
れ
民
の
脂
な
り
。

輙
た
や
す

く
肉
食
の
資
に
充
て
ず
。
若
し
家
々
一
分
の
用
を
減
ず
れ
ば
、
天
下
の
幾
い
く
ば
く

の
寒
飢
を
拯す
く

ひ
来
ら
ん
。）

⑪

寧

静

耳
目
索
レ

前
駐
不
レ

停

唯
能
艮
レ

背
静
而
寧

烈
風
雷
雨
迷
二

林
麓
一

天
外
一
峰
自
若
レ

青
（
耳
目
、
前
を
索
き
駐と
ど

ま
り
て
停
ら
ず
、

唯
能
く
背
に
艮と
ど

ま
り
静
か
に
し
て
寧や
す

し
。
烈
風
雷
雨
、
林
の
麓
に
迷
へ
ど
、
天
外
の
一
峰
、
自
ら
青
き
が
若ご
と

し
。）
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⑫

公

義

三
杯
家
醸
喚
二

隣
翁
一

一
椀
藜
羹
分
二

碁
童
一

只
此
些
々
相
恤
意

大
レ

之
当
下

与
二

万
黎
一

同
上
（
三
杯
の
家
醸
に
隣
の
翁
を
喚
び
、

一
椀
の
藜れ
い
こ
う羹
を
碁
童
に
分
つ
。
只
此
れ
些
々
た
る
相
恤
の
意
な
り
。
之
を
大
に
し
て
、
ま
さ
に
万
黎
と
同
じ
く
す
べ
し
。）

こ
の
よ
う
に
元
田
の
七
言
絶
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
十
二
徳
と
教
訓
を
ふ
ま
え
て
、
自
ら
の
儒
教
的
な
倫
理
観
と
和
漢
学
の

知
見
に
基
づ
き
、
望
ま
し
い
道
徳
（
日
常
心
得
）
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

註
（
９
）
た
と
え
ば
、
佐
渡
谷
重
信
氏
は
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
引
い
た
「
元
田
永
孚
は
明
治
皇
后
に
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
自
伝
を
進
講
し
た
」
に
続
け

て
「
明
治
八
年
の
こ
と
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
平
川
祐
弘
氏
は
、
注
（
５
）
の
著
書
で
「
元
田
は
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
十
二
徳
に
自
注
を
加

え
て
明
治
八
、
九
年
こ
ろ
進
講
し
た
の
だ
ろ
う
」（
七
七
頁
）
と
少
し
曖
昧
な
書
き
方
を
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
八
年
の
可
能
性
は
考
え
難
い
。

（
10
）「
還
暦
之
記
」（
元
田
竹
彦
・
海
後
宗
臣
両
氏
共
編
『
元
田
永
孚
文
書
』
第
一
巻
、
昭
和
四
十
四
年
、
元
田
文
書
研
究
会
）
一
二
四
頁
に
「
そ
の

八（
マ
マ
）月
、
還
幸
」
と
あ
る
の
は
、
元
田
の
記
憶
違
い
で
あ
っ
て
、
帰
路
「
明
治
丸
」
で
横
浜
へ
到
着
さ
れ
東
京
へ
還
御
さ
れ
た
の
は
七
月
二
十
日
で

あ
る
（『
明
治
天
皇
紀
』
第
三
巻
六
七
三
頁
）。

ち
な
み
に
、
こ
の
七
月
二
十
日
が
、
昭
和
十
五
年
「
海
の
記
念
日
」
と
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
平
成
七
年
か
ら
法
定
祝
日
「
海
の
日
」
と
な
っ
た

（
拙
著
『「
国
民
の
祝
日
」
の
由
来
が
わ
か
る
小
事
典
』
平
成
十
五
年
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
一
八
二
頁
参
照
）

（
11
）
佐
佐
木
信
綱
氏
『
昭
憲
皇
太
后
御
集
漢
解
』（
大
正
十
三
年
、
朝
日
新
聞
社
）
一
〇
〜
一
二
頁
。

（
12
）
右
の
佐
佐
木
氏
は
、「
因
に
云
ふ
、
元
田
先
生
進
講
録
に
添
へ
た
る
東
野
先
生
詩
鈔
に
、
十
二
徳
詩
あ
り
。
…
」
と
断
っ
て
、
十
二
の
絶
句
を

引
載
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
既
刊
の
『
元
田
先
生
進
講
録
』（
吉
本
襄
編
、
明
治
四
十
三
年
、
民
友
社
）
は
、『
論
語
』
十
一
講
、『
書
経
』

『
周
易
』
各
二
講
の
ほ
か
、
徳
富
蘇
峰
に
よ
る
詳
細
な
「
緒
言
」
と
「
付
録

元
田
東
野
翁
」（
評
伝
）
か
ら
成
る
が
、
こ
の
「
東
野
先
生
詩

鈔
」
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
既
刊
の
『
元
田
永
孚
文
書
』
三
巻
（
進
講
録
・
講
義
録
）
に
も
巨
勢
進
氏
『
元
田
東
野
』
に
も
、「
元
田
永

孚
関
係
文
書
」（
注
８
）
未
刊
部
分
に
も
、
こ
の
漢
詩
は
入
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
佐
佐
木
氏
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
略
歴
を
紹
介
す
る
中
で
、「
そ
の
自
叙
伝
中
に
、
彼
は
克
己
反
省
の
徳
を
修
め
て
、
自
己
を
鍛
錬
せ
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ん
と
欲
し
…
自
ら
十
二
徳
を
編
み
（
後
一
徳
を
加
へ
て
十
三
徳
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
）
之
に
小
解
を
加
へ
、
表
に
作
り
て
、
そ
を
力
行
せ
り
と
い
ふ
。」（
前
掲
書

九
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
上
述
の
と
お
り
、
括
弧
内
傍
点
部
の
よ
う
な
こ
と
は
、
事
実
と
全
く
逆
で
あ
っ
て
、
誤
認
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

四

昭
憲
皇
后
に
よ
る
二
種
類
の
御
歌

以
上
、
元
田
永
孚
が
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
に
よ
り
知
り
え
た
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ
る
Ｂ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
『
自
伝
』
中
の
「
十
二
徳
」
に

関
す
る
「
補
註
草
稿
」
と
、「
自
註
手
録
」
を
献
上
し
た
昭
憲
皇
后
の
御
歌
に
唱
和
し
た
元
田
の
「
十
二
徳
詩
」
を
紹
介
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
元
田
の
「
自
註
手
録
」
を
御
覧
に
な
っ
て
昭
憲
皇
后
が
詠
ま
れ
た
御
歌
は
、
大
小
の
御
歌
集
に
収
め
ら
れ
、「
右
十
二
首

0

0

0

、

明
治
九
年
、
弗
蘭
克
林
の
十
二
徳

0

0

0

を
よ
ま
せ
た
ま
へ
る
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
（
阿
）。

た
だ
、
そ
れ
と
は
別
に
、
ほ
と
ん
ど
同
様
の
「
御
詠
歌
幅
」
が
大
阪
青
山
短
期
大
学
の
歴
史
文
学
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

図
録
を
み
て
も
、
昭
憲
皇
后
の
御
直
筆
と
認
め
ら
れ
る
（
哀
）。
し
か
し
、
こ
の
㋑
「
御
詠
歌
幅
」
に
は
、
な
ぜ
か
御
歌
が
十
三
首
あ
る
。
そ
の
う

ち
十
二
首
は
、
㋺
既
刊
の
『
御
集
』
に
対
応
す
る
が
、
子
細
に
較
べ
る
と
、
半
数
近
く
に
多
少
の
違
い
が
あ
る
（
順
番
は
同
じ
）。
そ
こ

で
、
㋑
の
表
現
を
主
に
し
て
、
㋺
と
違
う
用
字
・
表
現
を
（
㋺
…
…
）
の
形
で
注
記
し
な
が
ら
濁
点
を
加
え
、
左
に
列
挙
し
よ
う
。

１

節
制
／
花
の
春
も
み
ぢ
の
あ
き
（
㋺
秋
）
の
さ
か
づ
き
も
／
ほ
ど
ほ
ど
に
こ
そ
く
（
㋺
汲
）
ま
ま
ほ
し
け
れ

２

清
潔
／
白
妙
（
㋺
し
ろ
た
へ
）
の
こ
ろ
も
（
㋺
衣
）
の
ち
り
は
は
ら
（
㋺
払
）
へ
ど
も
／
う
き
は
心
の
く
も
り
な
り
け
り

３

勤
労
／
み
か
か
ず
ば
玉
も0

（
㋺
の
）
ひ
か
り
（
㋺
光
）
は
い
で
ざ
ら
む
／
人
の
こ
こ
ろ
（
㋺
心
）
も
か
く
こ
そ
あ
る
べ
き

0

0

（
㋺
ら
し
）

４

沈
黙
／
過
（
㋺
す
ぎ
）
た
る
は
及
ば
ざ
り
け
り
か
り
そ
め
の
／
こ
と
（
㋺
言
）
葉
も
あ
だ
に
散
ら
さ
ざ
ら
な
ん0

（
㋺
む
）

５

確
志
／
人
ご
こ
ろ
か
く
ぞ
あ
る
べ
き

0

0

0

0

0

0

0

（
㋺
か
か
ら
ま
し
か
ば
）
し
ら
（
㋺
白
）
玉
の
／
ま
だ
ま
（
㋺
玉
）
は
火
に
も
や
（
㋺
焼
）
か
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れ
ざ
り
け
り

６

誠
実
／
と
り
ど
り
に
作
（
㋺
つ
く
）
る
か
ざ
し
の
花
よ
り
も

0

0

0

（
㋺
も
あ
れ
ど
）
／
匂
ふ
こ
こ
ろ
（
㋺
心
）
の
ま
こ
と
を
ぞ
思
ふ

0

0

0

0

0

0

0

（
㋺

う
る
は
し
き
か
な
）

７

温
和
／
乱
（
㋺
み
だ
）
る
べ
き
折
（
㋺
を
り
）
を
ば
お
き
て
は
な
ざ
く
ら
（
㋺
花
桜
）
／
ま
づ
笑
（
㋺
ゑ
）
む
ほ
ど
を
な
ら
ひ
て
し

哉
（
㋺
か
な
）

８

謙
遜
／
高
ね
を
も

0

0

0

（
㋺
高
山
の
）
底
に

0

0

（
㋺
か
げ
を
）
う
つ
し
て
山0

（
㋺
ゆ
く
）
み
づ
の
／
ひ
く
（
㋺
低
）
き
に
つ
く
を
心
と
も
が
な

９

順
序
／
奥
（
㋺
お
く
）
ふ
か
き
道
に
も
い
は
ん

0

0

0

0

0

（
㋺
も
き
は
め
む
）
も
の
（
㋺
物
）
ご
と
の
／
は
じ
め
終
の

0

0

0

0

0

（
㋺
本
末
を
だ
に
）
み0

だ
れ

0

0

（
㋺
違
へ
）
ざ
り
せ
ば

10

節
倹
／
呉
竹
の
ほ
ど
よ
き
ふ
し
を
た
が
へ
ず
ば
／
す
ゑ
ば
（
末
葉
）
の
露
は0

（
㋺
も
）
み
だ
れ
ざ
ら
ま
し

11

寧
静
／
事
に
ふ
れ

0

0

0

0

（
㋺
い
か
さ
ま
に
）
身
は
い
か
さ
ま
に

0

0

0

0

0

（
㋺
く
だ
く
と
も
）
く
だ
く
と
も

0

0

0

0

0

（
㋺
む
ら
ぎ
も
の
）
／
こ
こ
ろ
は
ゆ
た

（
㋺
心
は
豊
）
に
な
す
よ
し
も
が
な

0

0

0

0

0

0

0

（
㋺
あ
る
べ
か
り
け
り
）

12

公
義
／
よ
ろ
づ
民

0

0

0

0

（
㋺
国
民
を
）
す
く
は
ん
道
は0

（
㋺
も
）
近
き
よ
り
／
お
し
て
遠
き
に

0

0

0

0

（
㋺
及
ぼ
さ
む
）
行
よ
し
も
哉

0

0

0

0

0

（
㋺
遠
き

さ
か
ひ
に
）

13
（
㋑
の
み
、
㋺
な
し
）
虚
誕
／
は
か
り
に
し
鳥
の
空そ
ら

音ね

も
関
の
戸
は
／
明あ
け

〈
開
の
懸
詞
〉
て
の
ち
こ
そ
あ
ら
は
れ
に
け
れ

こ
の
よ
う
に
、
用
字
（
仮
名
か
漢
字
）
の
違
い
は
さ
て
お
き
、
表
現
の
修
訂
が
５
・
６
・
８
・
９
・
11
・
12
な
ど
に
著
し
い
。
こ
れ
は
ど

ち
ら
が
先
か
後
か
、
簡
単
に
決
め
か
ね
る
。
た
だ
、『
昭
憲
皇
太
后
御
集
』
は
、
歌
稿
が
複
数
あ
っ
て
も
完
成
さ
れ
た
方
を
収
め
て
い
る
と

思
わ
れ
る
か
ら
、
少
く
と
も
13
以
外
の
十
二
首
は
、
㋑
が
先
に
作
ら
れ
、
後
で
㋺
に
改
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
依
然
と
し
て
残
る
疑
問
は
、
㋑
の
13
が
な
ぜ
い
つ
詠
ま
れ
た
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
と
い
う
ほ
か
な
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い
。
た
だ
、
あ
え
て
憶
測
す
れ
ば
、
元
田
が
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
に
よ
り
「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
教
誨
」
は
「
十
二
徳
」
と
し
て
「
補
註
草

稿
」
も
「
自
註
手
録
」
も
作
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
『
自
伝
』
に
は
元
来
「
十
三
徳
」
あ
る
（
愛
）こ
と
を
聞
き
及
び
（
た
と
え
ば
洋
書
担
当
の

侍
講
で
あ
っ
た
加
藤
弘
之
か
西
村
茂
樹
あ
た
り
か
ら
）、
そ
れ
を
昭
憲
皇
后
に
申
し
上
げ
た
の
で
、
十
三
首
目
の
御
歌
を
付
け
加
え
ら
れ

た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
場
合
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
原
本
に
あ
る
徳
目
「
純
潔
」
を
憚
り
、
そ
れ
に
代
る
別
の
徳
目
（
㋑
御
詠
歌
幅
で
は
「
虚
誕
」）
を
考
え

て
説
明
し
た
の
で
は
な
い
（
挨
）か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
13
に
あ
げ
る
「
虚
誕
」
は
、「
十
二
徳
」
の
６
「
誠
実
」
と
正
反
対
で
あ
る
か
ら
、

い
っ
た
ん
御
歌
に
詠
ま
れ
た
け
れ
ど
も
、
㋺
へ
の
修
訂
段
階
で
削
除
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
憶
測
に
は
裏
付
け
が
な

く（姶
）、
今
後
と
も
検
討
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
徳
目
・
教
訓
に
つ
い
て
「
補
註
」「
自
註
」
を
作
っ
た
元
田
永
孚
は
、
明
治
天
皇
の
信
任
を
え
て
道
徳
教
育
の

改
善
に
取
り
組
み
、
や
が
て
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
十
月
三
十
日
下
賜
さ
れ
た
「
教
育
勅
語
」
の
成
稿
段
階
で
井
上
毅
と
共
に
深
く

関
与
し
た
の
で
あ
る
。

註
（
13
）
明
治
神
宮
編
刊
『
新
輯

昭
憲
皇
太
后
御
集
』（
昭
和
四
十
年
）
は
、
宮
内
庁
侍
従
職
所
管
の
『
昭
憲
皇
太
后
御
歌
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い

る
二
万
七
八
二
五
首
か
ら
四
五
八
〇
首
を
謹
撰
し
た
も
の
。
こ
の
十
二
首
は
、
普
及
版
『
新
抄

明
治
天
皇
御
集

昭
憲
皇
太
后
御
集
』（
同
四

十
二
年
、
角
川
文
庫
）
一
五
八
〜
一
六
〇
頁
に
も
入
っ
て
い
る
。
な
お
、
注
（
６
）
に
付
記
し
た
小
倉
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
十
五
年
、

田
村
謙
氏
作
曲
「
御
歌
十
二
徳
」（
金
落
堂
刊
）
が
あ
る
と
い
う
。

（
14
）
明
治
神
宮
文
化
館
編
刊
『
昭
憲
皇
太
后
九
十
年
録
記
念
展
―
美
う
る
わ

し
き
明
治
の
皇
后
―
』
図
録
（
平
成
十
六
年
）
に
は
、
大
阪
青
山
短
大
か
ら

出
品
さ
れ
た
「
皇
后
十
二
（
マ
マ
）徳
御
詠
歌
幅
」
全
文
を
収
め
、「
本
歌
幅
は
、
皇
太
后
よ
り
元
田
に
下
賜
さ
れ
た
も
の
と
伝
わ
る
」
と
解
説
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
同
図
録
の
「
明
治
九
年
二
月
、
皇
太
后
よ
り
女
子
師
範
学
校
に
下
賜
さ
れ
た
色
紙
〝
み
か
か
ず
ば
玉
も
鏡
も
何
か
せ
む

ま
な
び
の
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道
も
か
く
こ
そ
あ
れ
」（
㋺
３
に
近
似
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
所
蔵
）
な
ど
と
照
し
合
わ
せ
て
も
、
御
直
筆
と
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
15
）
十
三
の
徳
目
（V

irtue

）
と
原
注
の
教
訓
（precept

）
の
英
文
と
和
訳
を
、
早
乙
女
忠
氏
訳
『
英
和
対
訳

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
叙
伝
』（
昭
和

四
十
一
年
、
旺
文
社
）
二
二
八
〜
九
頁
に
よ
り
左
に
抄
出
す
る
（
松
本
慎
一
氏
訳
岩
波
文
庫
本
と
異
る
徳
目
の
訳
語
を
丸
括
弧
内
に
示
す
）。

1.
T
E
M
P
E
R
A
N
C
E
̶

E
at not to dullness; drink not to elevation.

１
．
節
制
（
摂
生
）
―
頭
が
鈍
く
な
る
ほ
ど
食
べ
る
な
。
浮
か
れ
る
ほ
ど
酒
を
飲
む
な
。

2.
S
IL
E
N
C
E
̶

Speak not but w
hat m

ay benefit others or yourself; avoid trifling conversation.

２
．
寡
黙
（
沈
黙
）
―
他
人
や
自
分
に
益
に
な
る
こ
と
の
ほ
か
は
口
に
す
る
な
。
く
だ
ら
ぬ
話
は
避
け
よ
。

3.
O
R
D
E
R
̶

L
et all your things have their places; let each part of your business have its tim

es.

３
．
秩
序
（
規
律
）
―
自
分
の
持
物
の
位
置
を
定
め
よ
。
仕
事
を
な
す
に
当
た
っ
て
時
を
定
め
よ
。

4. 
R
E
S
O
L
U
T
IO
N
̶

R
esolve to perform

 w
hat your ought; perform

 w
ithout fail w

hat your resolve.

４
．
決
断
―
為
す
べ
き
こ
と
を
実
行
す
る
決
心
を
せ
よ
。
決
心
し
た
こ
と
は
必
ず
実
行
せ
よ
。

5.
F
R
U
G
A
R
IT
Y
̶

M
ake no expense but to do good to others or yourself; i.e. w

aste nothing.

５
．
倹
約
（
節
約
）
―
他
人
や
自
分
の
益
に
な
ら
ぬ
こ
と
に
金
を
使
う
な
。
つ
ま
り
浪
費
は
止
め
よ
。

6.
IN
D
U
S
T
R
Y
̶

L
ose no tim

e; be alw
a ys em

ployed in som
ething useful; cut off all unnecessary actions.

６
．
勤
勉
―
時
間
を
無
駄
に
す
る
な
。
常
に
有
益
な
仕
事
に
従
え
。
不
必
要
な
行
動
は
止
め
よ
。

7.
S
IN
C
E
R
IT
Y
̶

U
se no hurtful deceit; think innocently and justly, and, if you speak, speak accordingly.

７
．
誠
意
（
誠
実
）
―
人
を
そ
こ
な
う
よ
う
な
策
略
を
弄ろ
う
す
る
な
。
邪
念
を
捨
て
、
正
し
い
物
の
考
え
方
を
せ
よ
。
口
を
開
く
時
も
同
様
で

あ
る
と
知
れ
。

8.
JU

S
T
IC
E
̶

W
rong none by doing injuries, or om

itting the benefits that are your duty.

８
．
正
義
―
他
人
を
不
当
に
遇
す
る
な
。
無
礼
を
行
わ
ず
、
与
え
る
べ
き
便
宜
は
人
に
与
え
よ
。

9.
M
O
D
E
R
A
T
IO
N
̶

A
boid extrem

es; for bear resenting injuries so m
uch as you think they deserve.

９
．
中
庸
―
極
端
を
避
け
よ
。
不
法
を
受
け
憤
り
に
価
す
る
と
考
え
て
も
、
過
度
に
憤
る
な
。

10.
C
L
E
A
N
L
IN
E
S
S̶

Tolerate no uncleanliness in body, clothes, or habitation.
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10
．
清
潔
―
身
体
・
衣
服
・
住
居
の
不
潔
を
許
す
な
。

11.
T
R
A
N
Q
U
IL
L
IT
Y
̶

B
e not disturbed at trifles, or at accidents com

m
on or unavoidable.

11
．
平
静
―
小
事
、
日
常
茶
飯
事
、
ま
た
不
可
避
の
事
故
に
心
を
騒
す
な
。

12.
C
H
A
S
T
IT
Y
̶

R
arely use venery, never to dullness, w

eakness, or injuly of your ow
n or another ’s peace or reputation.

12
．
純
潔
―
性
愛
に
お
ぼ
れ
て
遅
鈍
ま
た
は
虚
弱
に
陥
ら
ぬ
よ
う
、
自
他
の
平
和
と
名
誉
を
損そ
こ
な
わ
ぬ
よ
う
心
せ
よ
。

13.
H
U
M
IL
IT
Y
̶

Im
itate Jesus and Socrates.

13
．
謙
譲
―
イ
エ
ス
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
ま
ね
よ
。

（
16
）
松
本
慎
一
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、「
本
書
が
青
年
教
養
の
好
著
で
あ
る
関
係
か
ら
、
往
々
部
分
的
に
省
略
を
施
し
た
も
の
が
少
く
な
い
。
…
一

九
〇
一
年
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
版
の
自
伝
も
情
事
（
純
潔
）
の
記
述
は
そ
れ
を
省
略
し
て
い
る
」（
注
３
三
〇
四
頁
）。
同
氏
の
初
版
（
昭
和
十
二
年
）

で
も
「
純
潔
に
添
え
て
あ
る
戒
律
（
教
訓
）」
を
訳
出
し
て
い
な
い
が
、
西
川
正
身
氏
の
改
訳
版
（
同
三
十
一
年
）
に
は
、
も
ち
ろ
ん
補
訳
さ
れ

て
い
る
（
一
三
七
〜
八
頁
）。

（
17
）
佐
渡
谷
重
信
氏
は
「
明
治
皇
后
が
感
化
を
受
け
た
の
は
十
三

0

0

の
徳
目
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
節
制
、
沈
黙
、
順
序
、
確
志
、
節
約
、
勤
労
、
誠

実
、
公
義
、
温
和
、
清
潔
、
沈
着
、
潔
白

0

0

、
謙
遜
の
十
三

0

0

の
徳
目
で
あ
り
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
た
和
歌
を
発
表
し
て
い
る
」（
注
２
二
七
頁
）
と

記
さ
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て
お
ら
れ
な
い
。

な
お
、「
純
潔
」
の
代
わ
り
に
「
虚
誕
」
に
つ
い
て
詠
ま
れ
た
御
歌
の
「
鳥
の
空
音
」「
関
の
戸
」
は
、『
史
記
』
孟
嘗
君
伝
に
み
る
故
事
に
由

来
す
る
。
ま
た
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
『
百
人
一
首
』
に
も
選
ば
れ
て
い
る
清
少
納
言
の
「
夜
を
こ
め
て
鳥
の
そ
ら
ね
は
は
か
る
と
も

夜
に
逢
坂
の
関
は
ゆ
る
さ
じ
」
も
、
昭
憲
皇
后
は
当
然
熟
知
し
て
お
ら
れ
た
か
ら
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
㋑
13
を
詠
ま
れ
た
も
の
と
想
わ
れ
る
。

（
平
成
二
十
一
年
十
月
十
日
稿
、
同
三
十
日
訂
）

〈
付
記
〉
先
般
来
、
本
稿
関
係
の
資
料
収
集
に
際
し
て
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
の
橋
本
富
太
郎
氏
、
お
よ
び
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究
所
の
打
越

高
明
氏
か
ら
協
力
を
え
た
こ
と
に
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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